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る限り、労働は変貌しながら依然として中心化され続けていくのかもしれない。教職もまた

労働である限り、このいわば近代と資本主義のロジックに枠づけられる定めにある。 

そのような形で現状を俯瞰し、構造的・批判的な考察を行うこととあわせて重要性をもつ

のが、当事者自身の意味づけから教職のあり方を問い直す作業である。かれらの視点から見

えてくる世界を通して、「教職の危機」とどう向き合っていけばよいかを考えるのが、本稿

の趣旨である。 

 

（１）教職はどのように希望されるようになるのか？ 

ここで焦点を合わせる若年層は、「教職をどこかの時点で希望し、教職課程を履修したに

もかかわらず、他職を選択した大学４年生」である。かれらが初めて「教員になろうかな」

と考えたのはいつであり、そこにどのようなきっかけや動機があったのか？まずは、この点

から確認してみたい。 

教職を選択する時期には、かなりの幅がある。関心をもったり、ぼんやりと「教師」にあ

こがれを抱いたりする気持ちの動きは、早い場合、小学校の頃から始まる（B、H、O、P）。

ただし、B の場合は、校種が上がるごとにそれぞれの校種の教員になりたいと思い、結局

「高校生活が楽しかった」という経験が教職希望を維持させることにプラスに作用したよ

うである。それ以外の３名のうち O もまた、小学校の免許ではなく、それよりも上の校種

の免許を取得することになる。これに対して、P は、小学校の頃に教職を希望しそのまま小

学校・全科のみの免許取得を実現している。概して、希望し始めた校種と取得免許の校種と

の間には一定の関連性はなく、その後の経験によって変化していくようである。 

全体として言えることであるが、教職のみに圧倒的・排他的にあこがれを持ち、まっすぐ

に進路を選択していくわけではない。かなり冷静に状況を見極めながら自らの納得のいく

進路を選んでいる点に大きな特徴がある。つまり、現代日本において新規大卒者は「売り手

市場」に置かれていることもあって、かなり諸条件を客観的に考察しながら進路を選択して

いる傾向があるように見える。 

さらに、動機もさまざまであり、「子どもが好きだから」というありがちな回答はほとん

ど見られなかった。むしろ子どもの変化に立ち会えることに意味を見出すケースがいくつ

か見られた。具体的には、「子どもができるようになる瞬間に立ち会える」「人の人生に立ち

会える」と表現される内容である（「教えることが好きだから」という選択理由も複数含ま

れてくる）。たとえば、Ｃは民間企業（広告）に進む予定であるが、民間企業との比較をし

ながら、以下のように教職の魅力を語っている。 

 

「やっぱ魅力っていう部分だと、じかに自分が影響を与える子に接することができる

っていうのは教員の魅力だと思っています。他の普通の民間の企業だと、顧客の顔っ

て見えないと思うんですけど、その点はすごい羨ましいなって思ってて、自分が影響

を与えた人がどんどん成長してくれて、その人に感謝され得るお仕事だっていうの


